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い
つ
ま
で
も

幸
せ
　
と

健
康
で

九
月
十
五
日
は
「
敬
老
の
日
」
。

各
地
区
の
公
民
館
で
楽
し
い
催
し
物
が

く
り
ひ
ろ
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
こ
富
田

三
（
写
真
）
の
お
年
寄
り
も
、
ご
ち
そ

う
を
前
に
し
て
、
か
わ
い
い
踊
り
子
に

目
を
細
め
て
見
い
っ
て
い
ま
し
た
。

私
た
ち
は
「
敬
老
の
日
」
だ
け
を
老

人
の
目
に
す
る
こ
と
な
く
、
孤
独
な
生

活
に
陥
り
や
す
い
老
人
を
い
つ
ま
で
も

あ
た
た
か
く
見
守
り
、
楽
し
い
老
後
に

な
る
よ
う
み
ん
な
で
考
え
て
み
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

町の火口

（）は70歳以上

（52年8月未現在）

人　口　25，077（1，か0）

彗12，137（542）
女12，940　（748）

世帯数　　7，489
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世界の願い交通安全

秋
　
の
　
交
　
通
　
安
　
全
　
運
　
動

実

施

期

間

中

　

9

月

2

1

日

～

9

月

3

0

日

◇
　
◇
　
◇
　
◇
　
◇
　
◇

◇　　秋の交通安全県民運動が9月21日から始まっています。

◇　　この運動は、正しい交通ルールの実践を習慣づけ、交通事故

◇　の防止を図ることを目的とし、特にこどもや老人の事故防止を

◇　中心に展開されます。．

◇　　各家庭においても今一度、交通安全について認識を新たにし

◇　わが家の予防安全につとめましょう。

「
注
意
一
秒
、
ケ
ガ
一
生
」

と
い
う
交
通
標
語
が
あ
り
ま
す
。
追
突

出
会
頭
、
単
独
事
故
等
交
通
事
故
の

す
べ
て
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
や
歩
行
者
の

各
人
一
人
一
人
が
こ
の
一
秒
の
注
意
を

お
こ
た
ら
な
け
れ
ば
防
止
で
き
る
の
で

す
。
注
意
に
は
念
を
入
れ
す
ぎ
る
と
い

う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
安
全
と
思
っ

て
も
、
も
う
一
度
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

さ
て
、
「
七
分
の
〓
こ
れ
は
何
の

数
字
か
ご
存
知
で
す
か
。
正
解
は
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
た
場
合
の
、
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
未
着
用
時
に
対
す
る
死
亡
率

の
比
で
す
。
む
ろ
ん
死
亡
だ
け
で
な

く
、
ム
チ
打
ち
症
や
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス

に
頭
を
つ
っ
込
む
と
い
っ
た
事
も
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
は
防
い
で
く
れ
ま
す
。

二
輪
車
の
場
合
、
身
体
が
直
接
露
出

水巻町交通事故発生状況
52．1－52．6

パ
　
ス
利
用
者
の

皆
さ
ん
へ

㊥
停
留
所
で
は

。
バ
ス
が
止
ま
る
ま
で
、
さ
が
っ
て
お

待
ち
く
だ
さ
い
。

し
て
い
る
の
で
四
輪
車
以
上
に
危
険
が

伴
い
ま
す
。
二
輪
車
事
故
に
よ
る
死
亡

者
の
8
0
％
が
、
頭
部
の
負
傷
が
原
因
で

亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は

か
っ
こ
う
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
に
せ
よ
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

に
せ
よ
、
め
ん
ど
う
く
さ
が
ら
ず
に
着

用
し
ま
し
ょ
う
。
他
な
ら
ぬ
あ
な
た
自

身
の
身
を
守
る
た
め
な
の
で
す
か
ら
。

一

こ
ど
も
に
ぜ
ひ
こ
れ
だ

け
は
教
え
ま
し
ょ
う

・
急
に
道
路
に
と
び
出
さ
な
い
こ
と
。

・
急
に
、
黄
色
の
小
旗
や
手
を
上
げ
て

も
、
車
は
す
ぐ
に
止
ま
れ
な
い
の
で

率
が
止
ま
．
る
ま
で
待
つ
こ
と
。

・
道
路
の
反
対
側
の
身
内
の
人
や
友
だ

ち
を
発
見
し
て
も
、
急
に
ｌ
と
び
出
さ

な
い
こ
と
。

・
信
号
に
従
う
こ
と
は
大
切
で
す
が
、

青
信
号
に
変
っ
た
か
ら
と
い
っ
で
、

す
ぐ
に
と
び
出
さ
な
い
こ
と
。

。
か
け
込
み
乗
用
は
た
い
へ
ん
危
険
で

す
。

。
バ
ス
の
直
前
、
直
後
の
横
断
は
と
く

に
危
険
で
す
か
ら
や
め
ま
し
ょ
う
。

。
幼
児
の
一
人
歩
き
は
さ
せ
な
い
よ
う

に
。

㊥
車
内
で
は

。
お
と
し
よ
り
や
」
か
ら
だ
の
不
自
由

な
か
た
に
席
を
ゆ
ず
り
ま
し
ょ
う
。

（
黄
色
の
席
は
優
先
席
で
す
）

。
進
行
中
の
車
内
移
動
は
危
険
で
す
。

止
ま
っ
て
か
ら
、
お
立
ち
く
だ
さ
い

。
や
む
を
え
ず
急
停
車
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
「
つ
り
輪
」
や
「
手
す
り

」
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

。
降
車
合
図
は
早
目
に
。
両
省
は
バ
ス

が
止
ま
っ
て
い
る
と
き
に
し
て
く
だ

さ
い
。

自
転
車
利
用
の

皆
さ
ん
に

最
近
は
、
体
力
づ
く
り
の
一
遠
と
し

て
自
転
車
が
見
漬
さ
れ
、
自
転
車
利
用

者
が
急
増
。
そ
れ
に
伴
い
自
転
単
為
精

度
が
高
度
化
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
自
転
車
は
だ
れ
で
も
乗
れ
る
気
軽

さ
と
あ
わ
せ
て
、
き
わ
め
て
不
安
定
な

乗
り
も
の
で
あ
る
こ
と
や
体
を
お
お
う

も
の
が
な
い
と
と
か
ら
軽
い
接
触
で
も

負
傷
を
ま
ぬ
か
れ
ま
せ
ん
。
事
故
に
あ

＼
や
す
一
番
困
る
の
は
利
用
者
の
み
な
さ

し
ん
あ
な
た
な
の
で
す
。
み
な
さ
ん
も
乗

用
車
運
転
者
と
同
様
に
交
通
ル
ー
ル
を

ｌ
－
正
し
く
守
っ
十
運
転
す
る
心
が
け
が
大

切
で
す
。
交
差
点
・
曲
り
角
は
特
に
合

図
を
忘
れ
ず
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

沙
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片側通行止のお知らせ
52．9中旬～53．3下旬

喝信電話線の埋設工事と鉱害復旧用工事のため、車輌通行
規制がつぎのとおり行なわれますので、ご注意ください。

水巻町役場

噴末郵便局

県
道
バ
イ
パ
ス

0

下
二
公
民
館

八．
所
神
社

凶
器
追
放
運
動

1

0

月

1

日

～

1

0

月

1

5

日

凶
器
使

用
犯
罪
は

年
々
増
え

る
傾
向
に

あ
り
ま
す

こ
れ
を
未

然
に
防
止

す
る
た
め

次
の
こ
と

に
つ
い
て
、

よ
，
つ
。

。
粗
大
ゴ
ミ
は
衛
生
係
に
事
前
に
連
絡

し
、
受
付
た
ゴ
ミ
以
外
は
出
さ
な
い

こ
と
。

。
木
ざ
れ
な
ど
は
束
に
し
て
、
ボ
ー
ル

箱
は
お
り
た
た
ん
で
出
す
こ
と
。

。
水
分
を
少
く
し
て
出
す
こ
と
。

。
爆
発
物
な
ど
危
険
物
は
出
さ
な
い
こ

と
。

。
空
地
な
ど
に
ゴ
ミ
を
不
法
に
投
棄
し

な
い
こ
と
。

一
人
一
人
が
心
が
け
ま
し

①　水巻陸運スタンド前

より遠賀川間11蝕

②伊豆橋全面通行止

52．10．1－53．ａ31

③　樋口郵便局前より猪熊

間　18ｍ

④　頃未申弁田線他部加

⑤噴末郵便局横より

八軒神社前まで

2．7房ｍ

⑥　東吉隈商店街通り

52．9．10、53．1．31

か
赤
い
羽
根
″
で
親
し
ま

れ
て
い
る
共
同
募
金
が
全
国

一
斉
に
十
月
一
日
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
あ
た

た
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を

お
酷
い
い
た
し
ま
す
。
お
寄

せ
い
た
だ
い
た
募
金
は
子
ど

も
の
遊
び
場
づ
く
り
、
お
と

し
ょ
り
、
身
体
に
障
害
の
あ

る
か
た
な
ど
に
使
わ
れ
、
大

変
革
こ
ぼ
れ
て
い
ま
す
。

第
6
回
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

総
合
競
技
大
会

九
月
十
一
日
、
苫
田
小
学
校
で
水
泳

・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
九
月
十
五
日
、
猪

熊
グ
ラ
ン
ド
で
野
球
大
会
が
そ
れ
ぞ
れ

開
か
れ
ま
し
た
。

ど
の
選
手
も
元
気
い
っ
ぱ
い
の
プ
レ

ー
に
会
場
に
つ
め
か
け
た
、
お
じ
い
ち

ゃ
ん
、
父
母
か
ら
の
お
し
み
な
い
声
援

が
青
空
に
聾
き
わ
た
り
ま
し
た
。

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

優
勝
　
　
四
年
　
伊
左
座

五
年
　
吉
田
　
　
六
年
　
伊
左
座

。
野
　
　
球

優
勝
　
下
二
　
準
優
勝
　
頃
宋

。
家
庭
で
使
用
し
て
い
る
包
丁
や
キ
リ

な
ど
は
、
目
だ
た
な
い
と
こ
ろ
に
保

管
し
ま
し
ょ
う
。

。
銃
や
刃
物
な
ど
危
険
な
物
を
持
ち
歩

い
て
い
る
怪
し
い
人
を
見
か
け
た

ら
、
す
ぐ
警
察
に
届
け
ま
し
ょ
う
。

。
許
可
を
受
け
て
い
る
猟
銃
、
空
気
銃

刀
剣
類
は
盗
ま
れ
な
い
よ
う
安
全
な

場
所
に
確
実
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

。
銃
や
刀
剣
な
ど
を
発
見
し
た
り
拾
っ

た
り
し
た
と
き
は
す
ぐ
警
察
に
届
け

ま
し
ょ
う
。

ゴ
ミ
出
し
は
次
の
こ
と

を
必
ず
守
り
ま
し
ょ
う

。
収
集
日
以
外
は
出
さ
ぬ
こ
と
。

。
収
集
日
の
朝
7
時
か
ら
8
時
ま
で
に

出
す
こ
と
。

。
ポ
リ
袋
の
入
れ
口
は
し
っ
か
り
結
ん

で
出
す
Ｃ
と
。

。
収
集
指
定
場
所
に
出
す
こ
と
。

，
土
父
通
の
気
障
に
な
ら
な
い
よ
う
充
分

注
意
し
て
出
す
こ
と
。

。
燃
え
る
も
の
と
燃
え
な
い
も
の
と
に

分
け
て
出
す
こ
と
。

法
律
・
心
配
ご
と
相
談

日
本
国
憲
法
が
施
行
さ
れ
て
以
来
、

今
年
が
三
十
周
年
に
あ
た
り
ま
す
。

福
岡
県
弁
護
士
会
で
は
、
こ
の
記
念

行
事
の
一
つ
と
し
て
「
法
律
相
談
」
を

開
設
い
た
し
ま
す
。

水
巻
町
及
び
水
巻
町
社
会
福
祉
協
議

会
で
も
、
こ
の
主
旨
に
そ
っ
て
、
「
法

律
相
談
」
と
「
心
配
ご
と
相
談
」
を
合

同
で
行
い
ま
す
。
0
0

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
か
た
く
守
ら

れ
ま
す
。

▽
日
時
　
1
0
月
6
日
　
ｎ
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
町
民
会
館
の
日
本
間

▽
相
談
員
　
弁
護
士
　
3
名

担
当
相
談
員
　
数
名

▽
相
談
内
容

農
地
、
借
地
借
家
、
金
銭
貸
借
、
土

地
建
物
登
記
、
慰
謝
料
請
求
、
賃

金
請
求
、
離
婚
、
債
権
債
務
、
保

証
、
交
通
事
故
、
相
隣
関
係
、
生
活

婦
人
、

児
童
福

轡
老
人
福
祉

家
庭
内

の
心
配

ご
と
そ

の
他
。

ム息線ｌ：

飼納犬のはな』が約はやめま　じ　ょ　う
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舅
人
蛮
覧
伊
藤
衛
門
口
ｒ
、
集

水
　
巻
　
町
　
企
　
画
　
財
　
政
　
課

（
電
話
6
。
1
賢
1
3
五
㌢

印
　
刷
　
冷
　
牟
　
田
　
印
　
刷
　
合
　
資
　
会
　
社

10月のし尿汲取予定日
1日　頃未、猪熊

3日　頃末、鯉口、唐熊県住、猪熊

4日　鯉口、唐熊県住、御輪地、車返し、猪

熊

5日　御輪地、車返し、垣添、緑風園

6日　垣添、緑風園、ヌメリ石、本村（1・

2組）、中央区、松栄荘、頃末（15・

18・25区）

7日　中央区、川端通り、商店街、月夜待、

宮尾、松栄壬、頃末（15・18・25）区

日
　
　
　
　
日

皐
．
弟
は

美吉野

伊左座、立屋敷、吉田県道筋、大橋通

り、御輪地、美吉野、古賀、机

吉田本村、下二、上二、下二町住、上

二町住、車返し東、高松区、三ツ頭区

、頃末（6・11・14区）

机社宅、古賀区、新生街（山ノロ団地

）、頃末（6・11・14区）一

13日　官の下社宅、古賀区、樋口

14日　吉田団地、樋口、古賀区

15日　吉田団地、樋口

17日　吉田団地、鯉口区、猪熊町圧

吉田団地、鯉口区、古賀県任、新生街

吉田本村、伊左睦．下二、上二、樋口

古賀

24日　みずほ団地、楷ノ木区

25日　みずほ団地、幼稚園通り、梅ノ木区

26日　劫椎園通り、梅ノ木区

27日　猪熊

28日　猪確，
29日　猪義

．※2回以上し尿汲取代金が未納になりますと

汲取りを中止する場合がありますので、留守

のところは隣近所等に代金を預けるようお疎

いします。

小
児
マ
ヒ
予
防
の

生

　

ワ

　

ク

　

投

　

与

▽
対
象
児

。
ｌ
回
目
の
服
用
　
生
後
3
か
月
～
1
8

か
月
で
ま
だ
一
度
も
服
用
し
て
な
い

乳
幼
児

。
2
回
目
の
服
用
　
生
後
3
か
月
～
1
8

か
月
で
1
回
だ
け
服
用
し
て
い
る
乳

幼
児

▽
日
時
　
1
0
月
5
日
（
木
曜
日
）

午
後
2
時
～
3
時

▽
場
所
　
町
民
会
館
ホ
ー
ル

▽
次
に
該
当
す
る
子
は
生
ワ
ク
を
の
ん

で
は
い
け
ま
せ
ん
。

。
熱
が
あ
る
。
下
痢
を
し
て
い
る

。
慢
性
疾
患
に
か
か
っ
て
い
る
（
腎
臓

・
肝
臓
・
糖
尿
病
・
喘
息
）

。
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質

。
け
い
れ
ん
を
お
こ
し
た
こ
と
が
あ
る

（
1
年
以
内
）

0
は
し
か
、
お
た
ふ
く
風
邪
、
水
痘
な

ど
に
か
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
（
1
か

月
以
内
）

▽
忘
れ
な
い
こ
と

0　0

。
当
日
の
朝
は
必
ず
体
温
を
計
る
こ
と

0

°

0

0

。
母
子
手
帳
を
持
参
す
る
こ
と

°

　

°

　

°

。
問
診
票
を
衛
生
係
窓
口
で
交
付
し
ま

す
の
で
前
日
ま
で
取
り
に
来
る
こ
と

．
福
岡
県
行
政
書
士
試
験

▽
日
時
　
1
1
月
9
日
　
1
3
時
～
1
6
時

▽
場
所
　
福
岡
市
天
神
一
丁
目

日
本
生
命
福
岡
ビ
ル

▽
受
付
期
間1
0

月

1

日

～

1

0

月

2

0

日

▽
受
験
願
書
申
込
先

福
岡
県
総
務
部
地
方
課
で
交
付
し
ま

す
。
郵
送
の
場
合
は
五
十
円
切
手
を

は
っ
た
返
信
用
封
箇
を
同
封
す
る
こ

と
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
福
岡
県
地
方
課

（

曾

0

9

2

・

7

5

1

・

1

7

1

6

）

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

果
樹
農
業
機
械
化

研
　
修
　
生
　
募
　
集

▽
研
修
期
間
　
毎
年
4
月
か
ら
翌
年
3

月
ま
で
1
か
年

▽
定
員
　
落
葉
、
常
緑
と
も
2
5
人

▽
応
募
資
格
　
高
等
学
校
卒
業
又
は
こ

れ
と
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る

と
認
め
ら
れ
る
2
5
歳
未
満
の
男
子

▽
申
込
期
限
　
毎
年
1
月
2
0
日
ま
で

たばこは町内で

買いま　しょ　う。

た
は
5
3
年
卒
業
見
込
者
含
む
〕

▽
試
験
日
　
1
0
月
3
0
日

▽
試
験
地
　
福
岡
市
、
北
九
州
市
、

飯
塚
市
、
久
留
米
市
、

▽
受
付
期
間

9

月

1

2

日

～

1

0

月

1

1

日

▽
申
込
用
紙
の
請
求
、
問
合
せ
先

・
福
岡
県
警
察
本
部
警
務
課
試
験
係

曾

0

9

2

・

7

4

1

・

2

2

3

1

）

。
福
岡
県
下
の
各
警
察
署

戦没者合同慰霊祭

福
岡
県
警
察
官
募
集

∇
受
験
資
格
　
昭
和
2
5
年
4
月
2
日
か

ら
昭
和
3
5
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
男
子
（
高
校
卒
及
び
短
大
卒
ま

町
で
は
、
過
ぎ
し
大
戦
に

お
い
て
戦
没
さ
れ
た
か
た
に

対
し
、
水
巻
町
戦
没
者
合
同

慰
霊
祭
を
つ
ぎ
の
と
お
り
行

な
い
ま
す
。
ご
遺
族
の
皆
さ

ま
は
、
ご
参
列
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

日
時
　
1
0
月
7
日
午
前
1
0

時

場
所
　
水
巻
町
町
民
会
館

ホ
ー
ル

▽
申
込
先
・
間
合
先

八
幡
農
林
事
務
所
　
農
畜
産
課

日「曜　在　宅　医

9月筋目　入江医院　外　科　頃　末　書601・3320

10月2日　楠本医院　内・児科　大路橋　徽093・24・0385

10月9日　劇原医院　内・児科　樋　口　曾691・0553

10月16日桓医院婦人科頃末書691・2943

診察時間9時～17時、原則として往診はしません。

－お　　　礼－

香典返しとして、次のかたから社会福祉協議会にご寄贈があ

りました。ご冥福をお祈りいたしますとともにあっくお礼申し

上げます。

猪　熊　　故仲谷　登段　仲谷一盛殿

猪　熊　　故山浦秋雄殿　山浦静子殿

古　　賀　　　故岳藤スエノ殿　岳藩政敏毀


